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1. 調査
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調査海域は，北緯 27°00’から北緯 30°00＇まで東経 135°00＇から東経 137°30’までの範聞で，九州 ・パラ

オ海嶺の北縁と四国海盆，紀南海山列を包含する。（第 l図参照）
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第 1図調査区域図

調査期間は，昭和63年 6月20日から 7月8日まで及び同年7月18日から 8月6日までの39日間である。

調査の主測線は東西方向に 5海里間隔とし，交差測線は北東～南西方向lζ2本設けた。また北線 29°20'

-85-



東経 137°30’の点から西南西方向へ 135海里にわたって， 7'）レチチャンネ Jレ（ 24ch）音波探査を実施した。

船位は複合測位装置（GPS.NNS S，ロランC等），測深はナローマノレチビーム測深機（ 6, 365海里），地

質構造は， 7 ）レチチャンネル（ 24ch）音披探査装置 (135海里）と，シンクツレチャンネノレ音波探査装置（5,240 

海里）及び表層探査装置（5,240海里），地滋気は，海上磁力計PMM-100型（ 5, 240海里）， GMー123

型（ 540海里），重力は，海上重力計（ 6, 365海里）を使用して実施した。

2. 調査結果

（海底地形）第2図参照
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第 2図海底地形図

-86-



乙の海域は，西から九州ーパラオ海嶺，四国海盆南西部，四国海盆北東部，紀南海山列の， 4つの地形，

地質構造区lζ分けられる。

四国海盆の南西部は，小規模な円錐の海丘は分布しない。

地形のリニエーションをみると，四国海盆の南西部では，北北西一南南東方向が，北東部では，北西一南

東が卓越する。紀南海山列では，西北西一東南東方向が卓越する。

第 3図，4図は，東西方向の測線上で得られた，シングノレチャンネ Jレ音波探査，地舷気全磁力異常及びフ

リーエア重力異常の断面である。四国海盆の堆積層は，北ほど厚く，本海域の北端部では平均約 0.7秒（約

700 m）ある。
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第 3図 音波探査 ・フリーエア重力異常 ・地磁気全磁力異常断面図

（底質）採取位置は第 2図参照

本海域で採取した試料の目視観察結果を第 l表に示す。

第 l表底質採取一覧表

採取番号 年月日 地 形 採 取 位置 水 深 底質

6315D 01 63. 8. 2 紀南海山列（海山頂部） 27° 58.' 5 137°31.' 3 1700 ill G 

6315D02 63. 8. 3 ，， （カルデラ） 28°49! 6 137°13.’3 3000 ill Gr 

6315D 03 63. 8. 4 ，， （海山頂部） 29°37!7 137°02! 1 3100 ill Gr 

87-



sec 

4 

5 

6 

7 

8 

631524 

w 11 E .!'・ 

四 国 紀南海山列 7

.GRV  

mGa金－， 80

。

0仁ス：；六一コ六J：℃マρR；ア；：t ＂、／？ ν ＇－－ _ __/ 

I 1 ! 12 14. 

第 4図 音波探査 ・フリーエア重力異常 ・地磁気全磁力異常断面図
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第 5図 地磁気全磁力異常図
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第 6図 フリーエア重力異常図
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（地磁気全磁力異常）第 5図参照

地形の走行を反映して，北北西一南南東方向のリニエーションがみられる。紀南海山列lζ沿った地形では，

波長20～30km，仮幅 200～ 300nTのダイポール状の地磁気異常がみられる。

（フリーエア重力異常）第 6図参照

四国海盆の重力は，極めて正常で Omgalからやや正の異常を示す。
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